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東
大
阪
市
無
形
民
俗
文
化
財

12
月
23
日（
天
皇
誕
生
日
）に
開
催　

午
前
10
時
よ
り

午
後
５
時
よ
り「
天
の
岩
戸
開
き
神
事
」
で
神
話
を
再
現

し

め

か

け

≪商品紹介≫
～色メリヤスウエス～（１ｋｇ￥350）
～混合ウエス～　　 　（１Kg￥150）
～タオルウエス～　　（１ｋｇ￥400）
～タオル雑巾～          　     （１Ｋｇ￥600）

社会福祉法人ヤンググリーン
障害福祉さぽーとライフグリーン
〒578－ 0905　東大阪市川田４－４－８
ＴＥＬ：072－ 963－ 4838
ＦＡＸ：072－ 963－ 4855

ウエス販売

☆不用になった中古衣料やタオルから、ウエス
に適した原料だけを選別加工し商品として仕上
げました。障がいを持つ利用者が手作業で丁寧
に裁断し、梱包をしています。地球に優しく、
皆様に愛される商品を目指しています。

選挙区
模様

〒577―0802
東大阪市小阪本町 1-1-7
　　 エフエスビル２Ｆ

〒581-0013
八尾市山本町南 6-2-29
TEL 072―926―5134
FAX 072―921―6893

TEL 06―6720―4601
FAX 06―6720―4603

東大阪 ･八尾
柏原の地域紙

6928

宗
清
氏
に
西
野
氏
、 青
野
氏
が
挑
む

谷
畑
氏
と
長
尾
氏
が
因
縁
の
対
決

大
阪
13
区

東
大
阪
市

大
阪
14
区

八
尾
市
　
羽
曳
野
市

柏
原
市
　
藤
井
寺
市

奉
祝
大
祭
を
賑
々
し
く

熱
い戦い

宗
むねきよ

清皇
こういち

一氏西
にし

野
の

弘
こういち

一氏谷
たにはた

畑孝
たかし

氏 青
あお

野
の

剛
よし

暁
あき

氏

長
ながおか

岡嘉
よしかず

一氏小
こ

松
まつ

久
ひさし

氏

姜
かん

英
ひで

紀
き

氏

長
なが

尾
お

敬
たかし

氏

二の鳥居の通り初め

修復された斎館の前で中東弘宮司

ご鎮座  ２６８０年を迎える

枚
岡
神
社

第9回 こさかジャズストリート開催
内
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療
内
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膚
科
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尾
市
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内
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八
尾
徳
洲
会
総
合
病
院
西
側
）

さ
ん
ぽ
う
ク
リ
ニッ
ク

院
長　
楊　

博
嗣

2017・10・15

　

テ
レ
ビ
が
な
ん
と
騒
々
し
い
こ
と
か
。

10
月
22
日
は
衆
院
選
だ
。失
言
や
不
祥
事
、

無
能
ぶ
り
に
呆
れ
た
の
で
候
補
者
の
言
動

を
よ
く
見
て
、
そ
の
動
機
や
意
図
し
て
い

る
と
こ
ろ
を
見
極
め
た
い
。
思
う
と
こ
ろ

を
述
べ
る
。

　

１
つ
目
は
立
憲
民
主
党
の
誕
生
。
リ
ベ
ラ
ル
の

旗
色
を
明
確
に
し
民
進
党
か
ら
分
党
、
ス
ッ
キ
リ

し
た
。
希
望
の
党
か
ら
の
「
排
除
」
組
だ
が
存
在

感
を
示
す
だ
ろ
う
。

　

２
つ
目
は
清
新
喪

失
の
希
望
の
党
。
民

進
党
か
ら
１
０
０
人
合
流
は
動
機
の
不
純
さ
に
違

和
感
を
覚
え
る
。
理
念
・
政
策
な
ど
の
踏
み
絵
儀

式
を
通
過
し
た
と
は
い
え
当
初
の
清
新
さ
を
失
い

視
界
不
良
。
失
望
さ
せ
な
い
で
欲
し
い
。

　

３
つ
目
は
政
治
家
の
無
責
任
さ
。
特
に
地
方
で

は
名
士
で
あ
り
ふ
る
さ
と
の
顔
だ
。
地
元
の
支
持

を
裏
切
っ
て
ま
で
節
操
な
く
自
己
保
身
に
走
る
の

か
。お
ら
が
地
方
の
消
滅
を
止
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

４
つ
目
は
18
歳
以
上
の
新
選
挙
民
。
２
４
０
万

人
が
初
の
衆
院
選
で
投
票
す
る
。
16
年
７
月
の
参

院
選
で
の
投
票
率
は
18
歳
は
51
・
17
％
、
19
歳
は
39
・

66
％
（
総
務
省
）
だ
っ
た
。
投
票
率
に
注
目
し
た
い
。

　

５
つ
目
は
「
国
難
突
破
解
散
」。
北
の
脅
威
は

分
か
る
。
国
際
的
な
立
ち
位
置
、
米
露
中
印
と
の

関
係
や
新
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
東
南
ア
ジ
ア
情
勢
、
領
土
、

テ
ロ
対
策
な
ど
の
議
論
が
欲
し
い
も
の
だ
。
最
後

は
身
を
切
る
覚
悟
。
既
得
権
益
は
死
守
し
た
い
も

の
。率
先
垂
範
す
る
勇
気
を
持
つ
か
を
問
い
た
い
。

　

思
う
ま
ま
に
書
い

た
。
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ

ェ
ー
バ
ー
著
「
職
業

と
し
て
の
政
治
」（
岩
波
文
庫
）
の
言
葉
は
肝
に

銘
じ
て
お
き
た
い
。

　
「
自
分
が
世
間
に
対
し
て
捧
げ
よ
う
と
す
る
も

の
に
比
べ
て
、
現
実
の
世
の
中
が
―
自
分
の
立
場

か
ら
見
て
―
ど
ん
な
に
愚
か
で
あ
り
卑
俗
で
あ
っ

て
も
、
断
じ
て
く
じ
け
な
い
人
間
。
ど
ん
な
事
態

に
直
面
し
て
も
『
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
！
』
と

言
い
切
る
自
信
の
あ
る
人
間
。
そ
う
い
う
人
間
だ

け
が
政
治
へ
の
『
天
職
』
を
持
つ
」

晴耕雨読

断
じ
て
く
じ
け
な
い
人
間

共同開発

  一般社団法人災害避難研究所
マツモラ産業株式会社

ん
じ

き
び

「
人
引
車
」

災
害
時
対
応
の

こんな時の マツモラ健康塾開校のお知らせ
プログラムは毎月変わります。ぜひ毎回ご参加ください。

毎月第　 ・第　 土曜日 開催2 4

病気を引き起こす前に
予防を目的とした健康塾です

様々な参加型プログラム・測定を
お楽しみいただけます

糖尿病・痛風と高尿酸血症
花粉症・睡眠時無呼吸

認知症チェック・認知症予防パズル
脳の開発に役立つパズルなど盛りだくさん

〒581-0005  八尾市荘内町 2-2-36
TEL 072-925-3450　携帯 090-1020-2682

代表  松茂良 興治

必
需
品

大雨 洪水 津波 台風
14 時開講（16時終了予定）

マツモラ健康塾主催

八尾市文化会館
プリズムホール

八尾徳洲会
総合病院

エイブル

ゲオ八尾店 ソフトバンク

近鉄八尾駅

174174

桜ケ丘 2丁目

青山町

参
加
費

無 

料

さんぽうクリニックにて開催
※八尾徳洲会総合病院西側
　（青山通り沿い）

10月22日日  投開票
　

９
月
19
日
、
河
内
國
一
之
宮
枚
岡
神
社
に
て
御
鎮
座
２
６
８

０
年
を
祝
し
て
の
、
奉
祝
大
祭
が
行
わ
れ
た
。
ち
な
み
に
日
本

国
が
建
国
さ
れ
る
３
年
前
に
、
枚
岡
神
社
に
天
児
屋
根
命
（
ア

メ
ノ
コ
ヤ
ネ
ノ
ミ
コ
ト
）
と
比
売
御
神
（
ヒ
メ
ミ
カ
ミ
）
の
２

神
が
ご
鎮
座
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
奉
祝
大
祭
に
先
立

ち
、
９
月
17
日
に
「
二
の

鳥
居
」
竣
工
祭
が
執
り
行

わ
れ
た
。
歴
史
を
辿
る
と

二
の
鳥
居
は
昭
和
９
年
に

建
立
さ
れ
、
45
年
後
の
昭

和
54
年
に
建
て
替
え
ら
れ

て
い
る
。
枚
岡
神
社
の
大

造
営
事
業
は
昨
年
収
蔵
庫

が
竣
工
し
、
二
の
鳥
居
の

新
築
工
事
と
斎
館
の
修

復
・
増
改
築
工
事
が
同
時

に
進
め
ら
れ
て
き
た
。

　

二
の
鳥
居
は
昭
和
54
年

の
建
て
替
え
後
38
年
の
現

在
、
検
分
の
結
果
根
腐
れ

の
酷
い
こ
と
が
判
明
し
、

新
築
工
事
を
決
定
し
て
い

る
。
二
の
鳥
居
の
新
築
工

事
は
寺
社
建
築
で
名
高
い

株
式
会
社
瀧
川
寺
社
建
築

が
担
当
し
た
。
瀧
川
寺
社

建
築
は
平
城
京
の
朱
雀

門
・
大
極
殿
を
建
築
し
、

春
日
大
社
の
本
殿
修
復
工

事
や
現
在
は
興
福
寺
の
中

金
堂
の
新
築
工
事
を
行
っ

て
い
る
。

　

二
の
鳥
居
の
ご
用
材
と

し
て
三
重
県
尾
鷲
市
産
の

樹
齢
四
百
年
の
檜

ひ
の
き
が
使
わ

れ
た
。
瀧
川
寺
社
建
築
は

長
年
の
経
験
と
知
識
か

ら
、
鳥
居
の
根
元
が
風
雪

に
耐
え
る
工
夫
を
凝
ら
し

て
新
築
工
事
を
実
施
し

た
。
画
期
的
な
新
工
法
を

編
み
出
し
て
実
用
新
案
を

取
得
し
、
１
０
０
年
は
保

つ
と
さ
れ
て
い
る
。

　

二
の
鳥
居
の
竣
工
を
祝

し
て
、
三
代
続
く
氏
子
の

家
族
が
通
り
初
め
を
し

た
。
五
条
町
の
岡
本
家
、

宝
町
の
成
瀬
家
、
喜
里
川

町
の
山
西
家
が
栄
え
あ
る

歩
み
を
進
め
た
。

　

斎
館
は
昭
和
11
年
に
建

造
さ
れ
、
翌
12
年
に
は
貞

明
皇
太
后
親
拝
の
折
に
休

憩
さ
れ
た
由
緒
あ
る
建
造

物
だ
。
大
造
営
事
業
に
伴

い
、
修
復
と
増
改
築
工
事

を
行
い
奉
祝
大
祭
の
前
に

完
成
し
た
。
斎
館
の
修

復
・
増
改
築
工
事
は
東
大

阪
市
の
松
下
建
設
が
担
当

し
た
。

　

来
年
の
春
か
ら
は
延
べ

３
年
を
か
け
て
本
殿
の
修

復
を
始
め
る
。
屋
根
の
葺

き
替
え
、
各
部
の
塗
り
替

え
等
々
、
各
種
の
工
事
が

ス
タ
ー
ト
す
る
。

　

今
後
の
梅
林
の
再
生

や
、
摂
社
・
末
社
の
新
築

工
事
も
含
め
て
、
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
さ
れ
る
枚
岡
神
社

に
更
に
多
く
の
参
詣
者
が

足
を
運
ぶ
だ
ろ
う
。

　

10
月
１
日
、
第

９
回
こ
さ
か
ジ
ャ

ズ
ス
ト
リ
ー
ト
が

開
催
さ
れ
た
。
昨

年
ま
で
は
近
鉄
奈

良
線
河
内
小
阪
駅

改
札
口
前
の
広
場

で
、
ジ
ャ
ズ
の
楽

し
い
音
色
が
ジ
ャ

ズ
客
を
迎
え
て
く

れ
た
。
そ
れ
が
商

売
活
性
化
の
波
に

は
勝
て
ず
か
、
飲

食
店
が
新
設
さ
れ

て
お
り
ジ
ャ
ズ
の

香
り
は
ゼ
ロ
だ
っ

た
。

　

演
奏
会
場
は

「
小
阪
を
中
心
に

今
里
か
ら
花
園
」

の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル

通
り
、
15
会
場
に

わ
た
っ
て
い
る
。

　

メ
ー
ン
の
バ
ン

ド
は
大
商
大
・
蒼
天
ホ

ー
ル
と
祥
瑞
楼
に
出
演

し
て
い
た
。
蒼
天
ホ
ー

ル
出
演
の
３
組
の
バ
ン

ド
を
紹
介
し
よ
う
。

　

①
ナ
ニ
ワ
・
ジ
ャ
ズ
・

ラ
イ
ナ
ー
ズ
＝
Ｎ
Ｅ
Ａ

さ
ん
（
Ｇ
）、
志
水
愛

さ
ん
（
Ｐ
）
ほ
か
。
人

気
絶
頂
の
志
水
愛
の
ピ

ア
ノ
と
、
テ
ク
ニ
シ
ャ

ン
Ｎ
Ｅ
Ａ
さ
ん
の
ギ
タ

ー
掛
け
合
い
が
楽
し
か

っ
た
。

　

②
ド
ン
ヤ
ー
チ
ン
バ

ン
ド
＝
山
添
ゆ
か
さ
ん

（
Vo
）、
稲
屋
浩
さ
ん

（
Ts
）
ほ
か
。
山
添
ゆ

か
さ
ん
の
軽
快
な
「
サ

ニ
ー
」か
ら
ス
タ
ー
ト
。

稲
屋
浩
さ
ん
の
色
気
あ

る
テ
ナ
ー
が
会
場
を
魅

了
し
て
い
た
。

　

③
ト
ル
ネ
ー
ド
ボ
ン

バ
ー
＝
箕
作
元
総
さ
ん

（
Ｇ
）、生
島
大
輔
さ
ん（
バ

ン
ド
ネ
オ
ン
）
ほ
か
。
箕

作
元
総
の
手
練
れ
の
ギ
タ

ー
、
生
島
大
輔
さ
ん
の
タ

ン
ゴ
調
ジ
ャ
ズ
が
客
席
を

沸
か
せ
て
い
た
。

　
青
野
剛
暁
元
府
議
が
参
戦
し
、
か
な
り
の
混
戦
模
様
に
な
る
だ
ろ

う
。
公
明
党
が
宗
清
皇
一
候
補
に
推
薦
を
出
し
、 熱
い
戦
い
と
な
り
そ

う
だ
。 

（
小
川
秀
人
）

　
あ
ま
り
風
の
吹
か
な
い
選
挙
区
で
あ
り
、
政
界
地
図
を
知
り
尽
く
し

た
ベ
テ
ラ
ン
に
新
進
気
鋭
の
政
治
家
が
挑
む
構
図
だ
。
22
日
の
投
開
票

が
終
了
す
る
ま
で
、
全
く
目
が
離
せ
な
い
。
デ
ッ
ド
ヒ
ー
ト
が
繰
り
広

げ
ら
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。 

（
小
川
秀
人
）

　

宗
清
皇
一
氏
（
47
）
自
由
民
主
党
公
認
。
龍
谷
大
学
文
学
部
卒
業
、
元

大
阪
府
会
議
員
（
東
大
阪
選
出
２
期
）。
２
０
１
４
年
の
第
47
回
衆
院
選

に
自
民
党
公
認
で
出
馬
、
初
当
選
。
故
塩
川
正
十
郎
氏
を
政
治
の
師
と
す

る
。

　

西
野
弘
一
氏
（
48
）
無
所
属
。
中
央
大
学
法
学
部
卒
業
。
２
０
１
２
年

の
第
46
回
衆
院
選
に
日
本
維
新
の
会
公
認
で
出
馬
、
初
当
選
。
２
０
１
４

年
の
第
47
回
衆
院
選
に
次
世
代
の
党
公
認
で
出
馬
、
自
民
公
認
の
宗
清
皇

一
氏
に
敗
れ
る
。

　

谷
畑
孝
氏
（
70
）
日
本
維
新
の
会
公
認
。
関
西
大
学
法
学
部
卒
業
。
１

９
８
９
年
参
院
選
に
社
会
党
公
認
で
出
馬
、
初
当
選
。
１
９
９
６
年
衆
院

選
に
自
民
党
公
認
で
出
馬
、
比
例
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
で
復
活
。
２
０
１
２
年

第
46
回
衆
院
選
に
日
本
維
新
の
会
公
認
で
出
馬
、
当
選
。
２
０
１
４
年
第

47
回
衆
院
選
に
お
お
さ
か
維
新
の
会
公
認
で
出
馬
、
長
尾
敬
を
破
る
。

　

青
野
剛
暁
氏
（
43
）
新
人
・
日
本
維
新
の
会
公
認
。
近
畿
大
学
商
経
学

部
卒
業
。
２
０
１
１
年
、
大
阪
府
会
議
員
２
期
当
選
。
２
０
１
０
年
、
お

お
さ
か
維
新
の
会
発
足
メ
ン
バ
ー
。

　

３
人
に
加
え
、
共
産
党

の
長
岡
嘉
一
氏（
48
・
新
）、

立
憲
民
主
党
の
姜
英
紀
氏

（
45
・
新
）
が
出
馬
し
た
。

　

２
人
に
加
え
、共
産
党
の
小
松
久
氏（
60
・
新
）

が
出
馬
し
た
。

　

長
尾
敬
氏
（
54
）
自
由
民
主
党
公
認
。
立
命
館
大
学
経
営
学
部
卒
業
。

２
０
０
９
年
第
45
回
衆
院
選
に
出
馬
、
自
民
党
現
職
の
谷
畑
孝
氏
を
破
り

初
当
選
。
２
０
１
２
年
第
46
回
衆
院
選
に
無
所
属
で
立
候
補
、
谷
畑
孝
氏

に
敗
れ
る
。
２
０
１
４
年
第
47
回
衆
院
選
に
自
民
党
公
認
で
出
馬
、
谷
畑

孝
氏
に
敗
れ
、
比
例
復
活
で
当
選
。

小
阪
を
中
心
に

今
里
か
ら
花
園
の

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ラ
イ
ン

♫

♫
♫

第48回衆議院選挙

衆 議 院 議 員 総 選 挙
最高裁判所裁判官国民審査

「さあ投票　選挙の主役はあなたです」
◎期日前投票
　【期間】　10月11日（水）～ 21日（土）
　【時間】　午前８時30分～午後８時
　【場所】　八尾市役所　本館１階　市民ロビー

八尾市選挙管理委員会

　１０月22日（日）投 票 日

　午前７時から午後８時まで投票時間

診
療
科　

内
科
・
小
児
科

住　

所　

〒
５
７
７―

０
８
０
７

東
大
阪
市
菱
屋
西
６―

２―

28

千
日
前
通
り
（
産
業
道
路
沿
い
）

結
婚
式
場
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
東
南
す
ぐ

診
察
時
間　

月
〜
土　

午
前
９
時
〜
午
前
12
時

　
　
　
　

月
・
火
・
水
・
金　

午
後
６
時
〜
８
時

休
診
日　

祝
・
日
・
木
夜
・
土
夜

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

06―

６
７
８
１―

１
２
５
３

Ｆ
Ａ
Ｘ　

06―

６
７
８
１―

８
４
０
６

根川医院

ナニワ・ジャズ・ライナーズ ①

ドンヤーチンバンド ②

トルネードボンバー ③



東　　　 大　　　 阪 （２）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 平成２９年１０月１５日（日）

一
人
、
ご
当
地
ビ
ー
ル
と
ジ
ェ
ノ
ベ
ー
ゼ
を
注
文
す

る
。
井
之
頭
五
郎
か
村
上
春
樹
く
ら
い
の
も
の
だ
。

　

そ
ん
な
く
だ
ら
な
い
こ
と
を
考
え
て
い
る
う
ち
に

目
の
前
に
枝
豆
ビ
ー
ル
の
瓶
が
置
か
れ
た
。
飲
ん
で

み
る
と
フ
ル
ー
テ
ィ
で
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
麦
、
そ
し

て
ホ
ッ
プ
の
苦
み
の
後
に
、
枝
豆
の
馥
郁
と
し
た
甘

み
が
余
韻
と
し
て
広
が
っ
た
。
結
構
い
け
る
。
２
口

目
を
飲
み
終
え
た
時
に
、
ふ
と
声
を
か
け
ら
れ
た
。

振
り
返
る
と
そ
こ
に
は
神
田
真
奈
の
姿
が
あ
っ
た
。

　
「
隣
、
い
い
で
す
か
？
」

　

照
れ
た
よ
う
に
微
笑
む
そ
の
表
情
が
ひ
た
す
ら
に

眩
し
か
っ
た
。

　
「
え
？　

あ
、
あ
の
…
は
い
、
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す

…
か
？
」

　

戸
惑
っ
た
翔
平
の
言
葉
は
も
の
の
見
事
に
フ
ァ
ン

ブ
ル
し
た
。
真
奈
は
翔
平
の
隣
の
ス
ツ
ー
ル
に
腰
を

掛
け
た
。
予
想
以
上
の
近
さ
に
息
が
詰
ま
り
、
気
持

ち
を
落
ち
着
か
せ
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
で
続
い
て
柔

ら
か
い
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
香
り
が
く
す
ぐ
っ
た
。
そ
の

香
り
は
確
か
に
真
奈
の
髪
の
奥
か
ら
や
っ
て
き
た
。

電
磁
波
で
頭
蓋
骨
の
中
の
脳
み
そ
だ
け
を
攪
拌
さ
れ

た
よ
う
な
衝
撃
が
走
っ
た
。
翔
平
の
視
界
は
ま
だ
白

ん
で
い
る
。

　
「
新
喜
劇
、
お
好
き
な
ん
で
す
か
？
」

　

真
奈
は
翔
平
に
訊
ね
た
。
し
か
し
、
翔
平
に
は
そ

の
質
問
の
意
味
が
分
か
ら
な
か
っ
た
。
真
奈
は
先
ほ

ど
の
質
問
な
ど
最
初
か
ら
な

か
っ
た
か
の
よ
う
に
言
い
直

し
た
。

　
「
た
ま
た
ま
お
店
の
前
を

通
っ
て
。
中
に
水
原
さ
ん
の

姿
が
あ
っ
た
か
ら
」

　

そ
う
言
っ
て
微
笑
ん
だ
。

　
「
は
ぁ
」

　

翔
平
は
力
な
く
答
え
る
。

真
奈
は
特
に
翔
平
の
言
葉
を

待
つ
様
子
も
な
く
、
メ
ニ
ュ
ー
を
さ
っ
と
開
い
て
カ

モ
ミ
ー
ル
テ
ィ
ー
を
注
文
し
た
。

　
「
ス
タ
バ
以
外
で
会
う
の
、
初
め
て
で
す
ね
」

　
「
あ
、
そ
う
で
す
ね
。
確
か
に
、
そ
う
だ
」

　
「
よ
く
こ
こ
に
は
来
る
ん
で
す
か
？
」

　
「
え
？　

い
や
、
今
日
は
た
ま
た
ま
」

　
「
そ
う
な
ん
で
す
ね
。
私
、
こ
こ
初
め
て
で
す
。

今
か
ら
お
能
を
見
に
行
く
ん
で
す
」

　
「
お
の
お
？
」

　
「
能
で
す
。
あ
の
お
面
被
っ
て
。
学
生
時
代
か
ら

の
友
人
が
好
き
で
、
一
緒
に
見
に
行
こ
う
っ
て
」

　
「
あ
、あ
の
海
老
蔵
と
か
、あ
あ
い
う
や
つ
で
す
か
」

　
「
海
老
蔵
さ
ん
は
歌
舞
伎
だ
と
思
い
ま
す
」

　
「
あ
、
あ
ぁ
、
そ
う
で
す
ね
。
ご
め
ん
な
さ
い
、

よ
く
知
ら
な
く
て
」

　
「
い
え
い
え
、
私
も
全
く
の
初
心
者
で
」

　
「
え
っ
と
、
あ
の
、
ど
こ
で
や
る
ん
で
す
か
？
」

　
「
玉
祖
神
社
で
す
。
こ
こ
か
ら
自
転
車
だ
と
結
構

か
か
り
ま
す
よ
ね
」

　
「
玉
祖
神
社
で
す
か
！　

水
越
の
上
の
方
で
す
よ

ね
。
そ
れ
は
結
構
距
離
あ
り
ま
す
よ
」

　

そ
ん
な
話
を
し
て
い
る
と
、
急
に
真
奈
は
言
葉

を
止
め
た
。
じ
っ
と
翔
平
を
見
て
い
る
。
真

奈
に
見
つ
め
ら
れ
た
翔
平
は
、
キ
リ
キ
リ
と

己
の
心
臓
が
小
さ
く
縮
ん
で
い
く
の
を
感
じ

た
。

　
「
ど
う
し
て
、
連
絡
く
れ
な
い
ん
で
す

か
？
」

　

翔
平
は
真
奈
が
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
分

か
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
少
し
の
タ
イ
ム
ラ

グ
の
後
、
昨
夜
ア
リ
オ
で
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
Ｉ
Ｄ

を
渡
さ
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

　

高
安
駅
か
ら
少
し
歩
い
た
と
こ
ろ
に
そ
の
カ
フ
ェ

は
あ
っ
た
。
翔
平
は
カ
ウ
ン
タ
ー
席
に
座
り
、
白
い

ベ
ル
ギ
ー
ビ
ー
ル
飲
み
な
が
ら
、
読
み
か
け
だ
っ
た

カ
フ
カ
の
「
変
身
」
を
読
ん
で
い
た
。
言
葉
丁
寧
に

整
理
さ
れ
た
よ
う
、
淀
み
な
く
翔
平
の
身
体
の
中
へ

入
っ
て
き
た
。
昼
下
が
り
の
日
光
が
テ
ラ
ス
に
並
ぶ

鉢
花
に
反
射
し
て
ち
ら
ち
ら
と
光
っ
て
い
る
。

　
「
変
身
」
の
中
の
主
人
公
グ
レ
ゴ
ー
ル
は
、
父
親

に
林
檎
を
投
げ
つ
け
ら
れ
た
。
虫
の
体
に
な
っ
た
グ

レ
ゴ
ー
ル
の
背
中
に
そ
の
禁
断
の
果
実
は
め
り
込
ん

だ
。
そ
の
傷
が
致
命
傷
と
な
り
、
次
第
に
衰
弱
し
て

い
く
グ
レ
ゴ
ー
ル
。
自
分
が
人
間
で
あ
っ
た
と
い
う

記
憶
さ
え
曖
昧
に
な
っ
て
い
く
。
つ
い
に
グ
レ
ゴ
ー

ル
は
息
絶
え
る
。
使
用
人
の
娘
が
グ
レ
ゴ
ー
ル
の
死

骸
を
始
末
す
る
。
そ
し
て
残
さ
れ
た
家
族
は
、
新
た

な
未
来
へ
と
進
み
は
じ
め
た
の
だ
っ
た
―
。

　

翔
平
は
読
み
終
え
た
ば
か
り
の
本
を
閉
じ
た
。
グ

レ
ゴ
ー
ル
は
死
ん
だ
。
そ
れ
も
自
分
が
生
活
の
面
倒

を
み
て
い
た
父
親
の
暴
力
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
。

そ
の
一
瞬
の
間
に
、
様
々
な
考
え
が
翔
平
の
頭
の
中

を
駆
け
巡
っ
た
。
何
よ
り
も
強
く
残
っ
た
の
は
グ
レ

ゴ
ー
ル
の
記
憶
が
薄
れ
て
い
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。
巨

大
な
虫
の
姿
に
変
身
し
て
以
降
、
食
べ
物
の
趣
味
嗜

好
が
変
化
し
た
が
、
な
ん
と
く
人
間
の
記
憶
は
留
め

る
こ
と
が
で
き
て
い
た
。そ
れ
が
体
の
衰
弱
に
伴
い
、

記
憶
さ
え
も
不
確
か
な
も
の
へ
と
変
化
し
て
い
く
。

そ
の
こ
と
に
恐
怖
を
覚

え
た
。

　

翔
平
の
脳
裏
に
最
初

に
浮
か
ん
だ
の
は
、
今

朝
踊
り
を
忘
れ
て
い
た

こ
と
だ
っ
た
。
昔
か
ら

あ
れ
だ
け
踊
っ
て
き
た

河
内
音
頭
を
、
全
く
思

い
出
せ
な
い
と
い
う
こ

と
が
信
じ
ら
れ
な
か
っ

た
。
翔
平
は
手
に
取
っ
た
瓶
を
ゆ
っ
く
り
と
口
へ
近

づ
け
た
。
空
っ
ぽ
の
胃
の
中
へ
泡
立
つ
麦
の
液
体
は

流
れ
込
ん
で
い
っ
た
。

　

翔
平
は
も
う
一
度
ビ
ー
ル
を
注
文
し
た
。

　
「
お
客
様
、
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
ル
が
お
好
み
で
す

か
？
」

　

男
の
店
員
は
翔
平
に
そ
う
言
っ
た
。
今
飲
ん
で
い

た
も
の
は
好
き
だ
か
ら
注
文
し
た
の
で
は
な
く
、
単

純
に
一
度
も
飲
ん
だ
こ
と
の
な
い
種
類
だ
っ
た
と
い

う
理
由
に
過
ぎ
な
い
。
印
象
と
し
て
は
飲
み
や
す
い

と
い
う
だ
け
で
、
そ
れ
以
上
で
も
そ
れ
以
下
で
も
な

い
。

　
「
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
ル
が
お
好
き
で
し
た
ら
、
只
今
、

八
尾
名
物
の
枝
豆
を
使
用
し
た
枝
豆
ビ
ー
ル
と
い
う

商
品
が
お
す
す
め
で
す
が
」

　

翔
平
の
答
え
を
聞
く
前
に
、店
員
は
そ
う
言
っ
た
。

そ
し
て
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
ル
の
原
料
が
小
麦
で
あ
る
こ

と
、
ホ
ッ
プ
を
入
れ
る
前
に
粉
末
の
枝
豆
を
入
れ
て

味
を
調
整
す
る
こ
と
な
ど
、
細
か
い
説
明
を
は
じ
め

た
。

　

翔
平
に
は
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
。
真
剣
に
聞
い

て
い
た
と
し
て
も
、
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
商
品
の
説
明
は
、
店
員
の
自
己

の
尊
厳
を
満
た
す
だ
け
の
役
割
で
し
か
な
か
っ
た
。

　
「
じ
ゃ
あ
、
そ
れ
を
く
だ
さ
い
」

　

一
通
り
の
説
明
を
受
け
た
後
、
翔
平
は
店
員
に
そ

う
言
っ
た
。
店
員
は
満
足
気
で
あ
っ
た
。

　

最
後
ま
で
読
み
切
っ
た
こ
と
で
、
あ
る
種
の
達
成

感
を
抱
い
た
翔
平
は
突
然
の
空
腹
に
見
舞
わ
れ
た
。

カ
ウ
ン
タ
ー
に
は
摘
み
立
て
の
バ
ジ
ル
の
葉
が
皿
に

無
造
作
に
盛
ら
れ
て
い
た
。
翔
平
は
店
員
に
ジ
ェ
ノ

ベ
ー
ゼ
を
注
文
し
た
。

　

そ
の
時
、
自
分
が
孤
独
の
グ
ル
メ
の
主
人
公
で
あ

る
か
の
よ
う
な
気
が
し
た
。
昼
間
か
ら
カ
フ
ェ
で
男

河
内
の
カ
フ
カ嶋津 

亮
太

（
八
尾
市
在
住
の
小
説
家
）

連 載

小 説

―⑨―

次
号
（
11
月
15
日
付
）
に
続
く

河内のカフカ

　

そ
の
夜
、
最
後
の
贅
沢
は
続
き
ま
す
。

ホ
テ
ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
フ
ル
コ
ー
ス

を
頼
み
、
翌
日
は
観
光
タ
ク
シ
ー
で
カ

ン
パ
ラ
を
見
て
ま
わ
り
ま
し
た
。

　

カ
ン
パ
ラ
は
木
々
に
囲
ま
れ
、
の
ん

び
り
し
た
美
し
い
た
た
ず
ま
い
の
街
で
、

丘
が
多
く
、
環
境
の
い
い
と
こ
ろ
で
し

た
。
し
か
し
ア
ミ
ン
の
独
裁

と
内
戦
で
混
乱
を
極
め
て
か

ら
は
、
そ
の
美
し
い
街
並
み

も
ど
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
か

心
配
で
す
。

　

国
立
博
物
館
や
イ
ス
ラ
ム

教
の
モ
ス
ク
を
見
て
ま
わ

り
、
最
後
に
訪
れ
た
の
は
十

九
世
紀
に
栄
え
た
ブ
ガ
ン
ダ

王
国
の
王
廟
で
し
た
。
そ
こ

は
藁
屋
根
の
巨
大
な
建
物

で
、
四
人
の
王
が
祀
ら
れ
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
形

は
ち
ょ
う
ど
弥
生
時
代
の
竪

穴
式
住
居
を
と
て
も
大
き
く
し
た
よ
う

な
も
の
で
、
王
墓
だ
け
に
外
観
も
雰
囲

気
も
荘
重
で
威
厳
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ブ
ガ
ン
ダ
王
国
は
十
四
世
紀
ご
ろ
か

ら
国
家
と
し
て
存
在
し
て
い
た
よ
う
で

す
が
、
そ
の
勢
力
は
小
さ
く
、
西
方
か

ら
ニ
ョ
ロ
族
の
支
配
を
受
け
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
象
牙
貿
易
な
ど
で
次
第

に
勢
力
を
拡
大
し
、
十
七
世
紀
ご
ろ
に

は
ニ
ョ
ロ
族
の
支
配
か
ら
独
立
し
て
こ

の
地
域
一
帯
を
勢
力
圏
に
収
め
、
十
九

世
紀
末
に
は
宗
主
的
な
支
配
を
確
立
し

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

宗
教
的
に
は
イ
ス
ラ
ム
、
カ
ト
リ
ッ

ク
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
三
勢
力
が
対

立
。
植
民
地
を
求
め
て
進
出
し
て
き
た

イ
ギ
リ
ス
の
勢
力
が
周
辺
を
覆
う
よ
う

に
な
り
、
一
九
六
二
年
に
独
立
し
て
共

和
制
の
国
に
な
る
ま
で
、
ウ
ガ
ン
ダ
は

結
局
イ
ギ
リ
ス
の
保
護
領
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
王
墓
を
中
心
と
す
る
地
域
は
二

〇
〇
一
年
に
世
界
遺
産
に
指
定
さ
れ
て

い
た
の
で
す
が
、
二
〇
一
〇
年
三
月
に

原
因
不
明
の
火
災
で
焼
失
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
政
府
と
旧
ブ

ガ
ン
ダ
王
勢
力
の
対
立
が
あ
る
と
見
て

い
る
識
者
が
多
い
よ
う
で
す
。
イ
ギ
リ

ス
の
支
配
、
ウ
ガ
ン
ダ
の
独
立
、
そ
し

て
ア
ミ
ン
の
独
裁
や
そ
の
後
の
激
し
い

内
戦
を
経
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
ブ
ガ
ン

ダ
王
を
慕
う
勢
力
が
い
ま
だ
に
存
在
し
、

何
か
を
き
っ
か
け
に
爆
発
し
た
の
だ
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
夜
、
あ
の
土
産
物
屋
の
イ
ン
ド

人
店
主
が
、
本
当
に
食
事
に
招
待
し
て

く
れ
ま
し
た
。
夕
方
に
な
っ
て
ホ
テ
ル

で
待
っ
て
い
る
と
、
高
級
車
メ
ル
セ
デ

ス
で
迎
え
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
彼
の

家
に
は
大
き
な
門
が
あ
り
、
日
本
で
は

考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
立
派
な
邸
宅
で

し
た
。
食
堂
の
真
ん
中
に
は
広
く
て
大

き
な
テ
ー
ブ
ル
が
あ
っ
て
、
主
人
夫
婦

と
娘
、
主
人
の
母
親
と
思
わ
れ
る
老
婆
、

そ
し
て
僕
の
五
人
が
向
か
い
合
っ
て
座

り
ま
し
た
。
女
性
は
三
人
と
も
サ
リ
ー

を
着
て
歓
迎
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

食
事
は
イ
ン
ド
人
の
家
庭
ら
し
く
、

や
は
り
カ
レ
ー
で
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な

種
類
の
カ
レ
ー
が
小
分
け
さ
れ
て
い
て
、

ナ
ン
と
い
う
イ
ン
ド
ふ
う
の
パ
ン
に
つ

け
て
食
べ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
ナ
イ
フ
と

フ
ォ
ー
ク
は
使
い
ま
せ
ん
。
ナ
ン
を
手

で
ち
ぎ
っ
て
、
と
ろ
味
の
な
い
さ
ら
さ

ら
の
カ
レ
ー
を
つ
ま
ん
で
口
へ
運
び
ま

す
。
し
か
も
イ
ン
ド
で
は
左
手
は
不
浄

と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
食
事
の
と
き
は

右
手
し
か
使
っ
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。

お
い
し
い
と
思
う
よ
り
、
周
り
か
ら
注

目
さ
れ
て
い
る
の
で
、
う
ま
く
食
べ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
緊
張
で
、
味

は
ほ
と
ん
ど
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

食
事
の
あ
い
だ
じ
ゅ
う
、
お
ば

あ
さ
ん
が
僕
の
顔
を
ち
ら
ち
ら
見

て
い
ま
し
た
。「
日
本
人
は
ど
ん

な
食
べ
っ
ぷ
り
な
ん
だ
ろ
う
」
と
、

僕
の
食
べ
方
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
カ
レ
ー

は
指
の
間
か
ら
ほ
と
ん
ど
が
流
れ

落
ち
て
し
ま
い
、
口
に
入
る
の
は

ご
く
一
部
。
右
手
だ
け
で
ナ
ン
を

ち
ぎ
り
、
カ
レ
ー
を
つ
ま
ん
で
口

に
運
ぶ
作
業
が
い
か
に
難
し
い
か
。

ナ
ン
が
な
か
な
か
切
れ
な
い
の
で

す
。
さ
す
が
に
彼
ら
は
慣
れ
た
も

の
で
、
や
す
や
す
と
食
べ
て
い
ま
し
た
。

日
本
人
や
中
国
人
が
器
用
に
箸
を
使
う

の
と
同
じ
よ
う
に
、
右
手
だ
け
で
食
べ

る
の
も
訓
練
が
必
要
だ
と
思
っ
た
も
の

で
す
。

アフリカ編

ブガンダ王墓 荘重で威厳

イ
ラ
ス
ト
　
久
志
本
雅
子
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（
つ
づ
く
）

　大学を卒業しインターン、 そして一般外科研
修の後ザンビア共和国の診療所へ赴任。 １ドル
360円の超円安の中、 持ち出し限度額の２万円
を持って日本を飛び立つ。 その後、 アフリカ、 
ヨーロッパ、 アメリカを放浪して大阪万博に沸く
日本に帰国。 70 歳を記念して寄った先々での
エピソードを綴り、 上梓。イラストは久志本雅子。 
Ａ５判188頁並製本、定価：本体1620円（税込み）
ドクターがつまみ食いしたユーラシアの古代史㊤
ドクターがつまみ食いしたユーラシアの古代史㊥
各Ａ５判並製本、定価：本体1620円（税込み）
 （引き続き㊦発行予定）

　

来
年
、平
成
30
年
分
の
所
得
税
（
住
民
税
は
翌
年
）

か
ら
配
偶
者
控
除
と
配
偶
者
特
別
控
除
が
改
正
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
事
業
者
に
限
ら
ず
影
響
が
出
ま

す
か
ら
、
皆
さ
ん
気
に
な
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

ざ
っ
く
り
今
ま
で
ど
う
な
っ

て
い
た
か
と
う
と
、
奥
さ
ん
が

パ
ー
ト
に
出
て
い
て
、
年
収
が

１
０
３
万
円
以
下
の
場
合
は
、

配
偶
者
控
除
と
し
、
主
人
の
給

料
の
税
金
の
計
算
上
38
万
円
、

所
得
控
除
と
し
て
引
か
れ
ま

す
。
所
得
控
除
な
の
で
税
金
が

三
八
万
円
引
か
れ
る
の
で
は
な

く
て
、
社
会
保
険
料
や
扶
養
家
族
と
同
様
に
、
所
得

を
減
ら
し
て
く
れ
る
の
で
す
。
引
か
れ
た
所
得
に
税

率
を
か
け
て
所
得
税
を
計
算
す
る
仕
組
み
で
す
。

　

今
ま
で
は
１
０
３
万
円
を
超
え
て
も
配
偶
者
特
別

控
除
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
１
４
１
万
円
ま
で
な

ら
38
万
円
が
だ
ん
だ
ん
減
っ
て
い
く
と
い
う
形
で
し

た
。
主
人
の
所
得
税
を
な
る
べ
く

安
く
抑
え
た
い
の
で
、
奥
さ
ん

は
で
き
る
だ
け
１
０
３
万
円
ま

で
し
か
働
か
な
い
と
い
う
の
が
、

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
た
の
で

す
。
そ
こ
で
今
回
の
改
正
で
は

１
０
３
万
円
を
超
え
て
も
１
５

０
万
円
ま
で
は
、
配
偶
者
控
除

は
ダ
メ
だ
け
れ
ど
、
配
偶
者
特

別
控
除
は
38
万
円
控
除
し
ま
す

と
改
正
さ
れ
た
（
主
人
の
所
得

に
よ
っ
て
は
若
干
違
い
ま
す
が
）の
で
す
。
さ
ら
に
、

１
５
０
万
円
を
超
え
て
も
２
０
１
万
円
ま
で
配
偶
者

控
除
は
段
階
的
に
減
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

以
前
か
ら
奥
様
が
１
４
１
万
円
を
超
え
て
働
い
て

い
る
家
庭
は
、
配
偶
者
特
別
控
除
も
適
用
で
き
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
今
回
の
改
正
で
主
人
の
税
金
が
減

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ラ
ッ
キ
ー
で
す
。

　

ま
た
配
偶
者
控
除
も
改
正
が
あ
り
、
給
料
の
年
収

が
１
１
２
０
万
円
を
超
え
て
１
２
２
０
万
円
以
下
の

方
は
、
反
対
に
38
万
円
が
減
っ
て
い
き
ま
す
の
で
増

税
で
す
。
こ
れ
は
配
偶
者
控
除
の
話
、
先
程
は
配
偶

者
特
別
控
除
の
話
、
や
や
こ
し
い
で
す
ね
。
だ
か
ら

奥
さ
ん
は
１
５
０
万
円
ま
で
働
く
の
が
得
だ
と
考
え

て
は
危
な
い
で
す
。
奥
さ
ん
が
、
主
人
の
社
会
保
険

の
扶
養
家
族
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
１
３
０
万
円

を
超
え
る
と
奥
さ
ん
自
身
が
社
会
保
険
に
加
入
す
る

ケ
ー
ス
が
で
て
き
ま
す
の
で
、
益
々
や
や
こ
し
い
で

す
ね
。

　

税
と
社
会
保
険
は
一
体
で
考
え
て
、
シ
ン
プ
ル
な

方
が
良
い
気
が
し
ま
す
。

配偶者特別控除の改正

笑う笑う
税理士
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税理士 上西　知

読 者 の 本
　本紙の読者から本が２冊届きま
したので、紹介します。
　１冊目は河内の郷土文化サーク
ルセンター相談役、杉山三記雄さ
んが読書館（生駒市）から出版し
た「暗越奈良街道を歩いた旅人た
ち」です。暗越奈良街道は難波の
港から河内平野を通り、暗峠を越
え、竜田川を経て榁木峠を越え、
富雄川を渡り奈良・三城町に至る
約 30 キロメートルの街道だった。
そこから天理方面へ南下する。杉
山さんは実際に街道を歩きなが
ら、そこを通った旅人たちに思い
を馳せる。A５判 124 頁並製本、

定価 1,080 円（税込み）。問い合
わせは杉山三記雄さん（☎ 090-
6600-9573）へ。
　２冊目は今井武男さんがブック
ウィエ（姫路市）から出版した「前
川先生物語」です。前川清先生（昭
和２年６月 10 日～平成 28 年２月
２日）を偲び、北鶴橋小学校昭和
27 年卒業生有志で作った本。副
題は「奇想天外・波乱万丈の自由
教育　未知の教育分野に涙する先
生　日本一？長く続いた同窓会」。
A５判42頁並製本、定価960円（税
込み）。問い合わせは今井武男さ
ん（☎ 090-8657-9733）へ。

「前川先生物語」「暗越奈良街道を歩いた旅人たち」

　ここからの大伴の話は難しくなる。成平にはその
半分も頭に入ってこなかった。
　「842年に橘逸

はや

勢
なり

らが謀反を企てたとして罰せられ
た承

じょう

和
わ

の変という事件がある。証拠はないが、私は
黒主がこの事件にからんで失脚したんではないかと
思うんだ。嵯峨天皇、空海と共に三筆と呼ばれた橘
逸勢は、これも757年にクーデターを起こそうとし
た橘奈良麻呂の孫なんだ。猿丸大夫の名で詠まれた
黒主の歌の紅葉とは、この逸勢や奈良麻呂のことな
んだよ。当時の人ならそれが分かった。間違いない。
万葉集には橘奈良麻呂の歌がある。猿丸大夫、つま
り大伴黒主はこの歌から採ったんだよ。手折らずて
散りなば惜しとわが思ひし秋のもみぢをかざしつる
かも（万葉集1581）橘奈良麻呂はそのクーデター計
画のためおそらく殺されているだろうなあ。
　さっきの話の続きやが、百人一首にある４つの植
物の正体は、紅葉は橘奈良麻呂で、後には橘逸勢だ。
梅は長屋王だが元は吉備真備などの怨霊だった。実
は真備が柿本人麻呂の中心人物なんだ。そして桜は
早良親王と平城天皇。白菊はおそらく菅原道真だ。
すべて怨霊だとされている人たちだろう。京都の御
霊神社には、吉備真備、早良親王、橘逸勢は祀られ
ている」

　いつになく雄弁な大伴の話に成平は圧倒されてし
まった。黒主の霊が乗り移ったようだ。大伴のこと
が黒主の子孫かもしれないと思えるくらいだ。黒主
が詠んだ承和の変を密告したのが、謀反の相談をさ
れた阿保親王だというのだが、この後親王も数カ月
で亡くなっているのだ。
　「黒主が承和の変、つまり橘逸勢の事件に関係し
ていたという証拠はないんでしょ」
　「何もない。しかし聞くけど、なぜ六歌仙の彼が
百人一首に実名で登場しなかったんだよ。何か事件
に巻き込まれたとしか考えられない。この時代の大
事件といえばこれしかないだろう」
　何となく信じてしまいそうになりながら成平は大
伴に次の疑問を話した。
　「六歌仙そのものがすごく謎ですよね。六歌仙と
は、僧正遍昭、在原業平、文屋康秀、宇治山の僧喜
撰、小野小町、大伴黒主でしたね」
　ここで山崎をキープした男が帰って行った。時間
で割れば随分高い山崎だ。
　「今日はどうもありがとうございました」
　この客を丁寧に見送ってママがカウンターに戻っ
てきた。大伴のグラスに目をやり水を入れた。六歌
仙の話も聞いていたらしい。

百人一首殺人事件 ⑪

東大阪の古代史研究家

十帖田の古代史塾
13

　

田
浦
高
志
さ
ん
（
写
真
）
は
昭

和
35
年
７
月
生
ま
れ
の
57
歳
、
大

分
県
速
見
郡
の
出
身
だ
。
浪
曲
師

の
父
と
曲
師
の
母
の
も
と
に
生
ま

れ
、
３
歳
の
頃
よ
り
ち
び
っ
子
浪

曲
師
と
し
て
九
州
を
中
心
に
ド
サ

回
り
を
し
た
。
７
歳
の
時
、
河
内

音
頭
を
習
い
や
ぐ
ら
に
上
げ
て
も

ら
っ
た
覚
え
が
あ
る
。
と
に
か
く

歌
が
好
き
で
、
人
に
負
け
な
い
自

信
が
あ
っ
た
。

　

中
学
生
の
頃
、
毎
日
放
送
の
ヤ

ン
グ
タ
ウ
ン
歌
謡
選
手
権
に
出

場
、
毎
週
６
人
抜
き
で
連
続
７
週

間
勝
ち
抜
き
、
見
事
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
と
な
っ
た
。

　

中
学
校
卒
業
を
目
前
に
し
て
悲

し
い
出
来
事
が
あ
っ
た
。
母
が
病

を
得
て
旅
立
っ
た
の
だ
。
と
に
か

く
生
き
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
、

一
念
発
起
し
て「
ギ
タ
ー
の
流
し
」

で
生
計
を
立

て
る
こ
と
に

し
た
。
通
天

閣
や
飛
田
、

天
王
寺
界
隈

を
ギ
タ
ー
を

抱
え
て
流
し

て
歩
き
、
日

本
で
最
年
少

の
流
し
と
し

て
マ
ス
コ
ミ

に
も
大
き
く

取
り
上
げ
ら

れ
た
。

　

Ｔ
Ｖ
ド
ラ

マ
や
映
画
に
も
出
演
の
機
会
を

得
、
ラ
ジ
オ
大
阪
「
バ
ン
ザ
イ
歌

謡
曲
」
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
も

経
験
し
た
。時
代
は
流
れ
阿
倍
野
・

天
王
寺
界
隈
も
再
開
発
が
進
み
、

流
し
て
歩
く
場
所
が
減
少
し
て
い

る
の
が
残
念
だ
。
流
し
人
生
も
40

年
を
超
え
、
現
在
は
西
成
に
住
み

新
世
界
を
中
心
に
流
し
て
い
る
。

　

大
阪
市
内
数
カ
所
に
カ
ラ
オ
ケ

教
室
を
開
講
、
風
雪
に
耐
え
た
伸

び
、
張
り
の
あ
る
歌
声
で
生
徒
を

楽
し
く
指
導
し
て
い
る
。

　
「
演
歌
師
」
の
由
来
は
明
治
の

頃
、
学
生
が
小
遣
い
稼
ぎ
に
世
相

を
皮
肉
っ
た
瓦
版
も
ど
き
を
、
演

説
し
な
が
ら
売
っ
た
こ
と
が
始
ま

り
と
い
わ
れ
る
。
演
説
だ
け
で
は

調
子
が
出
な
い
の
で
、
羽
織
袴
姿

に
バ
イ
オ
リ
ン
を
弾
い
て
下
手
な

メ
ロ
デ
ィ
ー
を
伴
奏
代
わ
り
に
し

て
い
た
。「
演
歌
」
は
演
説
の
歌

が
ル
ー
ツ
で
あ
り
、
現
代
の
い
わ

ゆ
る
演
歌
と
は
似
て
非
な
る
も
の

だ
。

　

流
し
の
天
敵
は
ヤ
ク
ザ
な
ど
で

は
な
い
。
野
球
、
ボ
ク
シ
ン
グ
が

あ
る
と
き
、
商
店
街
が
休
み
の
と

き
、
雨
が
降
る
と
き
は
サ
ッ
パ
リ

お
客
が
い
な
い
そ
う
だ
。
田
浦
さ

ん
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
「
北
で
逢
っ

た
女
・
浪
速
ち
ん
ど
ん
物
語
」
を

発
売
し
て
い
る
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

で
配
信
中
だ
。

　

浪
速
最
後
の
演
歌
師
、
田
浦
高

志
さ
ん
を
こ
れ
か
ら
も
応
援
し
た

い
。 

（
小
川
秀
人
）

浪
速
最
後
の
演
歌
師

ち
び
っ
子
浪
曲
師
が
人
生
の
ス
タ
ー
ト

田浦高志さん



東　　　 大　　　 阪（３） （昭和29年４月24日　第 3 種郵便物認可） 毎月１日・ 15日発行平成２９年１０月１５日（日）

い
な
か
っ
た
携

帯
が
今
や
、
全

盛
期
を
終
え
、

ス
マ
ホ
時
代
に

な
っ
て
い
る
。

車
も
20
年
以
内

に
Ｅ
Ｖ
（
電
気

自
動
車
）
に
な
る
。

　

そ
も
そ
も
、
世
界
的
な

Ｃ
Ｏ
２ 

排
出
抑
制
は
地
球

温
暖
化
が
進
ん
で
い
る
こ

と
に
起
因
す
る
。
現
在
、

年
間
約
３
３
０
億
ト
ン
排

出
さ
れ
て
い
る
。
大
気
中

の
濃
度
も
４
０
０
ｐ
ｐ
ｍ

を
超
え
た
。
大
半
は
海
が

吸
収
し
て
も
20
年
前
あ
な

た
が
出
し
た
Ｃ
Ｏ
２ 

が
大

気
中
に
残
っ
て
い
る
。
気

候
変
動
も
瞬
間
的
な
大
雨

も
こ
れ
に
起
因
す
る
。
放

射
能
で
死
ぬ
人
は
数
人
に

対
し
、
温
暖
化
の
影
響
で

死
ぬ
人
は
数
千
人
、旱
魃
、

森
林
火
災
等
間
接
的
な
影

響
を
加
味
す
れ
ば
数
万
人

に
な
る
。
誰
が
止
め
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
か
。
今
の
科

学
で
は
、
固
定
す
る
に
は

莫
大
な
リ
ス
ク
を
伴
う
。

今
、
排
出
を
０
に
す
る
厳

し
い
処
置
を
と
っ
て
も
世

紀
末
２
度
上
昇
は
避
け
ら

れ
な
い
状
態
で
あ
る
。
あ

る
金
融
機
関
の
リ
サ
ー
チ

で
は
５
大
都
市
で
地
球
温

暖
化
に
一
番
意
識
が
低
か

っ
た
の
は
東
京
で
あ
っ

た
。
こ
の
様
に
日
本
は
利

便
性
で
対
処
で
き
る
た
め

意
識
が
低
い
。
変
化
は
そ

れ
ば
か
り
で

は
な
い
。
人

の
持
つ
価
値

が
変
わ
り
つ

つ
あ
る
。
働

き
方
で
あ
っ

た
り
、
人
生

観
、
世
界
的

に
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
（
持
続
可

能
な
発
展
17
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
）
等
、
バ
リ
ュ
ー
シ
フ

ト
に
対
し
て
も
考
え
ね
ば

な
ら
な
い
。
中
小
企
業
に

お
い
て
、
今
の
現
状
に
甘

ん
じ
て
い
て
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
観
点
か
ら
、
ガ
ラ

パ
ゴ
ス
状
態
に
な
る
。
江

戸
時
代
、
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
状

態
の
日
本
は　

本
来
の
持

っ
て
い
な
い
精
神
で
、
明

治
の
教
育
改
革
も
相
ま
っ

て
先
人
の
努
力
で
技
術
大

国
に
の
し
上
が
っ
た
。今
、

無
駄
、
ロ
ス
を
な
く
し
、

働
く
こ
と
に
や
り
が
い
を

も
っ
て
、
地
球
環
境
に
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
、
私
た

ち
の
未
来
は
な
い
。

　

ニ
ー
ズ
の
変
化

　

日
本
の
ニ
ー
ズ
を
語
る

前
に
、
バ
ブ
ル
を
思
い
起

こ
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
戦

後
バ
ブ
ル
崩
壊
は
２
回
あ

っ
た
。
高
度
成
長
時
代
と

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
前

で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
経
験

し
た
人
と
し
て
な
い
世
代

で
は
ニ
ー
ズ
が
全
然
違

う
。
が
む
し
ゃ
ら
に
働
い

た
世
代
、
労
働
組
合
の
力

を
つ
け
た
世
代
、
バ
ブ
ル

を
知
ら
な
い
世
代
。
前
者

は
物
欲
は
あ
る
が
今
は
体

力
の
な
い
世
代
。
中
者
は

金
銭
感
覚
に
敏
感
ブ
ラ
ン

ド
志
向
で
話
題
性
に
群
が

る
。
後
者
は
、
物
欲
に
欠

け
る
が
労
働
意
欲
も
薄

い
、
情
報
を
大
切
に
す
る

世
代
で
あ
る
。
ユ
ー
ザ
ー

の
変
化
を
考
え
な
ば
な
ら

な
い
。１
世
帯
当
た
り
２
・

47
人
、都
市
圏
は
東
京
２
・

02
人
、
大
阪
２
・
23
人
と

70
年
代
に
比
べ
１
・
５
倍

の
世
帯
数
に
増
え
て
い
る

が
独
身
化
し
て
い
る
。
高

齢
者
が
多
く
な
り
食
の
需

要
が
多
様
化
し
て
い
る
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
の
普
及
で
話
題
性
の

多
い
物
に
群
が
る
。
去
年

ま
で
は
や
っ
て
い
た
ラ
ー

メ
ン
屋
が
誰
も
寄
り
付
か

な
く
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
例

は
数
多
く
あ

る
。
そ
の
他
、

人
口
減
、
車
離

れ
、
日
本
の
競

争
力
の
低
下
、

基
礎
学
力
研
究

の
低
下
、
調
理
時
間
の
短

縮
等
々
。
変
化
は
浸
透
し

て
い
る
。
早
く
感
じ
取
り

対
応
し
な
け
れ
ば
手
遅
れ

と
な
る
。

　

バ
リ
ュ
ー
シ
フ
ト
（
価

値
の
推
移
）

　

人
類
は
狩
猟
時
代
、
自

分
の
欲
求
を
満
足
す
る
価

値
で
狩
猟
し
た
。
麦
や
コ

メ
の
出
現
で
そ
の
収
穫
の

た
め
に
働
き
戦
い
、
そ
れ

ら
が
価
値
と
な
り
人
類
は

そ
の
奴
隷
と
な
っ
た
。
米

や
小
麦
は
金
や
貨
幣
に
代

替
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
国
家

間
の
信
用
か
ら
金
融
機
関

の
信
用
、
電
子
マ
ネ
ー
へ

と
バ
リ
ュ
ー
シ
フ
ト
さ
れ

た
わ
け
だ
。
こ
れ
ら
の
化

け
の
皮
は
い
つ
し
か
剥
が

さ
れ
無
意
味
さ
に
気
づ
く

だ
ろ
う
。
人
は
物
欲
か
ら

心
理
的
満
足
を
求
め
る
よ

う
に
な
る
。
体
験
や
感
動

が
価
値
を
生
み
、
得
る
物

よ
り
投
資
し
与
え
ら
れ
る

喜
び
を
求
め
る
よ
う
に
な

る
。
社
寺
仏
閣
に
行
け
ば

歴
代
の
富
豪
、
権
力
者
が

そ
れ
ら
を
求
め
、
寄
贈
し

た
痕
跡
が
窺
え
る
。

　

こ
の
様
に
、
変
化
が
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
未

だ
何
の
対
応
も
、
そ
の
す

べ
す
ら
知
ら
な
い
の
は
、

企
業
を
継
続
す
る
資
格
を

な
く
す
で
あ
ろ
う
。
１
年

の
間
、
四
季
の
変
化
が
あ

る
の
に
、
同
じ
労
働
、
同

じ
労
働
時
間
、
形
態
は
ど

う
で
あ
ろ
う
か
。
サ
マ
ー

タ
イ
ム
な
ど
考
え
て
は
ど

う
か
。
働
き
方
を
考
え
る

の
も
い
い
機
会
か
も
し
れ

な
い
。
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
な
ど
導
入
し
て
社
の
意

識
改
革
を
す
る
の
も
手
で

あ
る
が
、
ト
ッ
プ
の
変
え

よ
う
と
す
る
意
識
が
一
番

大
事
で
あ
る
。

　

い
つ
や
る
の
？　

今
で

し
ょ
う
。

　

会
社
の
沿
革

　

同
社
は
昭
和
32
年
（
１

９
５
７
年
）
に
小
林
松
太

郎
氏
が
興
し
た
給
食
会
社

で
あ
る
。
昭
和
63
年
（
１

９
８
８
年
）
に
現
・

小
林
成
禎
社
長
が

引
き
継
ぎ
、
平
成

７
年
（
１
９
９
５

年
）
の
法
人
化
の

際
に
父
の
愛
称
を

残
し
て
株
式
会
社

松
ち
ゃ
ん
給
食
と

改
称
。
同
時
に
本

社
・
工
場
を
現
在

の
場
所
に
移
転
、

幼
稚
園
と
小
中
学

校
給
食
を
本
格
的

に
始
め
た
。

　

平
成
12
年
（
２

０
０
０
年
）
か
ら

「
３
Ｓ
（
整
理
・

整
頓
・
清
掃
）
活

動
」
を
展
開
し
、

日
本
給
食
サ
ー
ビ

ス
協
会
加
入
、
そ

の
後
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
２
０
０
０

認
証
取
得
（
２
０
０
７

年
）、
大
阪
府
の
「
食
の

安
全
安
心
」
認
証
や
Ｏ
―

Ｋ
Ｅ
Ｓ
の
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
１
認

証
を
取
得
（
２
０
０
８

　

環
境
と
産
業

　

さ
て
そ
の
第
一
の
変
化

で
す
が
、
簡
単
な
例
が
欧

州
の
み
な
ら
ず
、
世
界
が

Ｃ
Ｏ
２ 

排
出
抑
制
に
動
き

始
め
て
る
と
い
う
こ
と

だ
。
マ
ス
コ
ミ
で
も
取
り

上
げ
て
い
る
が
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
、
ガ
ソ
リ
ン
車
が
も

う
作
れ
な
く
な
る
と
い

う
。
内
燃
機
関
が
な
く
な

れ
ば
、
そ
れ
ら
を
生
産
す

る
企
業
は
も
ち
ろ
ん
、
部

品
、
パ
ッ
キ
ン
、
燃
料
、

潤
滑
油
が
要
ら
な
く
な

る
。
20
年
以
内
に
。

　

よ
く
よ
く
考
え
て
い
た

だ
き
た
い
。
昭
和
30
年
代

あ
れ
だ
け
あ
っ
た
銭
湯
が

50
年
代
に
は
ほ
と
ん
ど
姿

を
消
し
た
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
車
が
出
て
20
年
、
今
は

ほ
と
ん
ど
が
そ
れ
で
あ

る
。
20
年
前
誰
も
持
っ
て

年
）。
社
団
法
人
日
本
食

品
衛
生
協
会
や
大
阪
府
知

事
よ
り
各
種
表
彰
を
受
け

る
な
ど
食
品
衛
生
管
理
の

評
価
は
高
い
。

　

受
注
増
に
よ
り
２

０
１
３
年
に
久
宝
寺

工
場
を
竣
工
。
２
０

１
７
年
８
月
に
創
業

60
周
年
を
迎
え
た
。

　

異
業
種
の
仲
間
と

始
め
た
３
Ｓ
運
動

　

小
林
社
長
は
「
段

ボ
ー
ル
屋
さ
ん
、
道

路
切
り
屋
さ
ん
、
携

帯
電
話
の
組
み
立
て

屋
さ
ん
と
勉
強
会
を

開
き
、
お
互
い
活
動

結
果
を
見
せ
合
っ
て

評
価
し
切
磋
琢
磨
し

て
い
ま
す
。『
日
本

一
き
れ
い
な
会
社
に

し
よ
う
！
』
と
３
Ｓ

活
動
を
始
め
ま
し

た
」
と
述
懐
。
一
例

が
、
一
人
の
担
当
範

囲
を
５
メ
ー
ト
ル
と
定
め

て
実
行
す
る
ル
ー
ル
だ
。

本
社
周
辺
で
の
朝
い
ち
ば

ん
の
清
掃
活
動
は
地
域
住

民
か
ら
の
評
価
が
高
い
。

　

早
朝
か
ら
始
ま
る
仕
事

の
担
い
手
は
地
域
の
女

性
。
パ
ー
ト
さ
ん
３
４
０

人
を
含
め
３
９
０
人
の
マ

ン
パ
ワ
ー
（
管
理
栄
養
士

５
人
を
含
め
て
栄
養
士
は

13
人
）
で
八
尾
市
、
吹
田

市
、
松
原
市
、
羽
曳
野
市
、

寝
屋
川
市
、
大
東
市
、
豊

中
市
の
中
学
や
幼
稚
園
、

一
般
企
業
へ
給
食
・
弁
当

を
１
日
１
万
８
千
食
を
提

供
す
る
。

　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
２
０
０
０
へ

の
挑
戦

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
誰
も

が
有
し
て
い
る
。「
菌
な

ど
持
ち
込
ん
で
は
な
ら
な

い
」「
手
洗
い
の
励
行
」「
殺

菌
す
る
」な
ど
は
不
可
欠
。

そ
の
た
め
に
決
め
た
の
が

「
ル
ー
ル
を
守

る
」「
記
録
を

取
る
」「
報
告

を
す
る
」
の
３

項
目
。「
見
え

る
化
」
だ
。
Ｉ

Ｓ
Ｏ
取
得
に
つ

い
て
「
海
外
取

引
は
な
い
が
、

学
校
給
食
法

は
、
は
る
か
に

厳
し
い
。
Ｉ
Ｓ

Ｏ
１
９
０
０
０

に
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
を
加
え
、

サ
プ
ラ
イ
チ
エ
ー
ン
を
含

め
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
と
言
え
る
の
で
Ｉ
Ｓ

Ｏ
２
２
０
０
０
導
入
を
計

画
し
ま
し
た
」（
社
長
）。

　

お
客
さ
ん
の
口
に
入
る

ま
で
の
生
産
・
流
通
・
販
売

な
ど
の
全
て
の
プ
ロ
セ
ス

で
の
リ
ス
ク
（
危
害
）
を

分
析
・
予
防
す
る
も
の
だ
。

　

２
０
０
７
年
の
認
証
取

得
は
仕
入
先
の
協
力
が
な

け
れ
ば
な
し
得
な
か
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
業
務
管
理
部

部
長
の
藤
原
千
賀
子
さ
ん

（
58
）
が
社
長
に
「
60
周
年

記
念
日
は
得
意
先
も
招
い

て
感
謝
の
集
い
に
し
ま
し

ょ
う
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し

た
こ
と
で
分
か
る
。
ビ
ジ

ョ
ン
に
は
「
こ
の
規
格
の

基
本
思
想
は
３
Ｓ
で
あ
り
、

で
き
て
い
る
良
い
現
場
は

最
高
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
で

す
」
の
通
り
だ
。

　

Ｏ
―
Ｋ
Ｅ
Ｓ
で
学
ん
だ

「
見
え
る
化
」

　

電
気
・
水
道
・
ガ
ス
な

ど
の
削
減
や
ソ
ー
ラ
ー
利

用
、
工
場
周
辺
の
清
掃
か

ら
始
め
、
２
０
０
８
年
に

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
１
の
認
証
を
取

得
し
た
。
特
に
食
料
品
廃

棄
物
は
循
環
型
社
会
を
目

指
す
「
食
料
資
源
循
環
の

環
」（
リ
サ
イ
ク
ル
ル
ー

プ
）
に
基
づ
い
て
京
都
の

養
豚
業
者
と
契
約
。

　

ク
レ
ー
ム
撲
滅
な
ど
の

改
善
提
案
活
動
と
し
て

「
見
や
す
い
、
動
き
や
す

い
、
働
き
や
す
い
」
を
掲

げ
「
す
い
す
い
活
動
」
を

展
開
す
る
。
①
「
何
と
か

し
て
！
」
部
門
、
②
「
自

慢
！
」
部
門
、
③
「
見
た

っ
て
！
」
部
門
を
投
票
す

る
「
す
い
す
い
コ
ン
テ
ス

ト
」
が
９
月
か
ら
始
ま
っ

た
。
一
方
、
３
年
前
か
ら

始
ま
っ
た
啓
蒙
活
動
と
し

て
給
料
袋
に
同
封
す
る
ク

イ
ズ
が
あ
る
。例
え
ば「
聞

く
態
度
」
の
小
話
の
ポ
イ

ン
ト
を
２
択
で
回
答
す
る

も
の
だ
。
発
想
・
執
筆
者

は
常
務
取
締
役
の
小
林
雅

代
さ
ん
（
34
）
で
あ
る
。

　

Ｏ
―
Ｋ
Ｅ
Ｓ
の
い
い
と

こ
ろ
に
つ
い
て
「
何
を
す

れ
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な

い
と
き
、
か
み
砕
い
て
教

え
て
も
ら
え
る
」（
藤
原

部
長
）。「
ソ
ー
ラ
ー
な
ど

の
他
社
成
功
例
な
ど
を
教

え
て
も
ら
い
良
か
っ
た
。

見
え
る
化
す
る
と
分
か
り

や
す
く
な
る
こ
と
を
学
ん

だ
」（
社
長
）
と
語
っ
た
。

　

小
林
社
長
は
「
自
分
の

子
ど
も
に
食
べ
さ
せ
て
い

る
つ
も
り
で
や
っ
て
い

る
。
子
ど
も
た
ち
に
迷
惑

を
掛
け
た
く
な
い
」
と
言

う
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
発
想

に
ロ
ー
カ
ル
な
実
践
活
動

を
積
み
重
ね
環
境
経
営
に

挑
む
経
営
者
魂
を
見
た
。

　

今
回
の
取
材
で
地
球
環

境
を
考
え
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４

０
０
１
の
国
内
版
・
中
小

企
業
向
け
の
Ｏ
―
Ｋ
Ｅ
Ｓ

は
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
活
用

価
値
が
あ
る
と
言
え
そ
う

だ
。 
（
石
河
亮
平
）

　

気
候
変
動
問
題
に
つ
い
て
パ
リ
協
定
が
結
ば
れ
、

政
府
は
環
境
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
よ
う
と
国
民
運

動
「COOL CHOICE

」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
進
め
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
な
か
、
中
小
企
業
向
け
に
環
境

経
営
を
提
唱
す
る
Ｏ
―
Ｋ
Ｅ
Ｓ
（
大
阪
Ｋ
Ｅ
Ｓ
環
境

機
構
）
を
導
入
し
存
在
価
値
を
高
め
て
い
る
企
業
が

あ
る
。

　
「
安
全
・
安
心
な
食
づ
く
り
」
を
徹
底
追
求
す
る

株
式
会
社
松
ち
ゃ
ん
給
食
（
八
尾
市
相
生
町
１
―
８

―
43
、☎
０
７
２
―
９
２
２
―
４
１
８
５
）は
グ
ロ
ー

バ
ル
に
考
え
、
ロ
ー
カ
ル
に
実
践
す

る
。
国
際
安
全
規
格
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
２
０

０
０
認
証
を
国
内
給
食
会
社
で
初

め
て
取
得
し
、
次
い
で
Ｏ
―
Ｋ
Ｅ

Ｓ
認
証
を
取
得
し
成
長
著
し
い
同

社
の
小
林
成
禎
代
表
取
締
役
社
長

（
60
）
を
訪
ね
た
。

「マイ・ウェイ」
を熱唱する菅
春水会長（右）
と玉枝夫人

ふ

た

言

み

言
ト
ッ
プ
の
意
識
改
革 

変
え
る
の
は
今
！

数
年
の
間
で
大
き
く
変
わ
る

阿部幸孝さん （右） が乾杯の音頭を取る 情熱的な演奏で会場を盛り上げる「世界に一つだけの花」を合唱する社員一同

工事経過報告を行う
米田憲生さん （右）

感謝状を受ける岡巌さん（右）

謝辞を述べ
る菅康社長

鉄骨造３階構造のスタイリッシュな新社屋

レンガ建て工場も桜木も100年もの

新社屋落成
記念祝賀会
10月１日 シェラトン都ホテル大阪

関係者に
感謝の辞

株式会社松ちゃん給食

グローバル企業へ

更なる飛躍 誓う

松ちゃん給食・小林成禎社長と
藤原千賀子部長

　化学薬品製造販売を行うカンエイ産業株式会社（八尾市竹渕２－136）
の新社屋落成記念祝賀会が10月1日にシェラトン都ホテル大阪大和の間
（大阪市天王寺区上本町６）で開かれ、関係者ら約80人が集い祝った。
　昭和45年菅春水会長（80）が32歳のとき創業した同社は、モータリゼー
ションのなか急成長。研究開発を主軸にし、他のことには手を出さず本
業一本で突き進んできたので、バブル崩壊後も安定した経営で業績を伸
ばす。タイ、ベトナム等への海外進出を果たし、グローバル企業へと成
長した。社是は「創意を活し、熱意を注ぎ、誠意を以って社会の発展と
社会に貢献しよう」。
　祝賀会の初めに主催者挨拶として菅春水会長が登壇。これまでの道の
りを淡々と語った。そのなかで、ここまで来れた３つのキーワードを挙
げた。それは「多くの先輩、仲間、得意先に恵まれたこと」「時代に合わ
せた研究開発」「時流に流されずコツコツ重ねた努力」 だ。また、特に
お世話になった５人の名前を挙げ、感謝の意を述べた。５人目は奥さん
の玉枝さん （75）。自分のことを信じて何も言わず黙って付いてきてく
れたことに対して、いくら感謝してもしきれないと菅会長は深く頭を下
げた。
　引き続き、来賓祝辞へと移り、田中誠太八尾市長、吉川博之八尾商工
会議所副会頭らがそれぞれ祝いの言葉を述べた。
　祝電披露の後、株式会社大和建設の米田憲生社長（51）が工事経過報
告を行い、自然採光を積極的に取り入れた明るく快適なオフィス空間を
心がけたことを強調。また、建物エントランスのガラスブロック、看板
回りはバンコクにある会社の建物をモチーフとしてデザインしたことも
加えた。設計は有限会社丹陽社（岡巌社長）が担当した。
　菅会長の幼馴染みで弁護士の阿部幸孝さんが乾杯の音頭を取り、祝宴
に入った。Ono Aki さん（ボーカル）、筒井裕之さん（ギター）、アルベル
ト田中さん（ピアノ）による情熱的な演奏で会場は盛り上がった。祝宴の
途中、菅会長が玉枝夫人に感謝を込めて「マイ・ウェイ」を熱唱するシー
ンもあった。また、ベトナムの社員、タイの社員が登壇し、日本の演歌
を合唱して会場を沸かせた。
　最後に菅康社長（52）が謝辞を述べた。会長から受け継いだ会社をさ
らに発展させる決意を見せた。社長の言葉を聞き感極まった社員一同が
登壇し、「世界に一つだけの花を」を合唱し、お開きとなった。

カ
ン
エ
イ
産
業
株
式
会
社

　今の日本の中小企業の
みならず、世界的に大き
な転換期にあると言って
も過言ではないだろう。
格差、南北問題等。大企
業はいち早くその変化に
対応すべく躍起になって
いるにもかかわらず、技
術大国日本を支えた中小
企業は、昔の栄華に胡坐
をかき、いつまでも続く
と思っている。
　人手、後継者不足、後
発品の追随、海外展開、
ニーズの多様化等、目先
の問題で四苦八苦してい
るのが現状である。天災
害、人災害、人手に限ら
れている BCP（ビジネ
ス継続計画）では危うい。
根本的な変化に適応する
ことが重要だ。

カンエイ産業株式会社　新社屋竣工カンエイ産業株式会社　新社屋竣工祝祝
株式会社  大 和 建 設 有限会社  丹陽社 一級建築士事務所

〒581-0035　大阪府八尾市西弓削 2-170
TEL：072-949-3303  　FAX：072-949-3304

代表取締役　米田　憲生
取締役会長　米田　憲司

〒543-0001　大阪市天王寺区上本町 5-4-17-904
TEL：06-6764-1956  　FAX：06-6764-1957

代表取締役　岡　巌

設計・監理施　工

や ま と

徳山 吉令
寄 稿

O-KES事務局

シリーズ③

ＫＥＳＯ

食
の
安
全
安
心
と

環
境
経
営
に
挑
む



東　　　 大　　　 阪 （４）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 平成２９年１０月１５日（日）

土
品
な
ど
も
展
示
さ
れ
、
小
説
の
世
界
に
リ
ア
リ

テ
ィ
ー
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

　

来
館
者
は
１
日
10
人
程
だ
が
じ
っ
く
り
と
見
学

さ
れ
る
人
も
多
く
、
な
か
に
は
「
小
説
を
読
み
た

い
が
、
ど
こ
で
借
り
る
こ
と
が
で
き
る
か
」
と
の

質
問
も
あ
る
。
図
書
館
２
階
に
は
今
東
光
の
作
品

が
そ
ろ
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
資
料
館
に
は
天
台

院
周
辺
や
山
本
方
面
か
ら
の
リ
ピ
ー
タ
ー
も
目
立

つ
。
歴
史
民
俗
資
料
館
の
歴
史
講
座
「
瓦
か
ら
見

た
由
義
寺
（
弓
削
寺
）」
を
聴
講
し
て
帰
り
に
寄
っ

た
い
う
老
夫
婦
は
「
実
際
の
瓦
や
和
同
開
珎
な
ど

が
展
示
さ
れ
て
い
る
と
聞
き
、
来
ま
し
た
。
話
や

プ
リ
ン
ト
で
は
ピ
ン
来
な
い
で
す
ね
。
弓
削
道
鏡

で
よ
け
い
今
東
光
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
強
く
な
っ

た
」「
今
東
光
も
道
鏡
も
い
い
評
判
は
聞
か
な
い

が
立
派
な
人
だ
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
た
。

　
道
鏡
を
絶
賛
す
る
今
東
光

　

今
東
光
著
「
毒
舌
日
本
史
」（
文
春
文
庫
）
で

は
対
談
者
・
池
島
信
平
氏
の
「
道
鏡
は
あ
な
た
、

お
得
意
だ
」
と
の
問
い
か
け
に
「
日
本
仏
教
史
を

通
覧
し
て
、
い
や
、
日
本
歴
史
を
通
覧
し
て
、
こ

れ
ほ
ど
出
世
し
た
人
は
無
い
で
す
ね
。
道
鏡
法
師

が
大
好
き
だ
」
と
答
え
、「
ウ
ル
ト
ラ
・
ス
ー
パ
ー

マ
ン
道
鏡
」
と
絶
賛
し
て
い
る
。
天
台
宗
の
高
僧

（
大
僧
正
）
に
し
て
博
覧
強
記
、
歯
に
衣
着
せ
ぬ

毒
舌
は
正
論
で
あ
る
が
ゆ
え
に
い
つ
し
か
埋
没
し

た
。
多
く
の
著
作
が
絶
版
状
態
で
あ
る
な
か
、
今

回
の
企
画
は
郷
土
の
歴
史
・
風
土
・
文
化
を
知
る
に

は
、
ま
こ
と
に
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
意
義
深
い
と
い

え
る
。
入
館
無
料
、
来
年
３
月
11
日
ま
で
開
催
。

　

＊
東
大
阪
新
聞
チ
ャ
ン
ネ
ル
10
月
26
日
（
木
）

19
：
00
～
19
：
30
放
映
予
定
。�

（
石
河
亮
平
）

小説 「弓削道鏡」 より ～道鏡がみつめた河内 八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

　

落
花
生
の
殻
で
床
が
埋
め
尽
さ
れ
た
バ
ー
で
、

タ
ラ
ス
君
が
提
案
し
た
。
私
と
も
っ
と
話
を
し
た

か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
料
理
レ
ス
ト
ラ
ン
が
マ
イ
ダ
ン

（
独
立
広
場
）
近
く
に
で
き
た
の
で
、
ま
た
行
き

ま
し
ょ
う
」

　

今
日
が
そ
の
日
だ
。
マ
イ
ダ
ン
に
あ
る
中
央
郵

便
局
前
に
午
後
６
時
に
待
ち
合
わ
せ
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
料
理
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
行
く
の
は
、
先
週
の
予
定

だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
朝
タ
ラ
ス
君
に
電
話
す

る
と
、「
今
日
は
天
気
が
悪
く
、
あ
な
た
に
会
う

気
分
で
は
な
い
の
で
、ま
た
に
し
ま
し
ょ
う
」だ
っ

た
。
私
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
の
気
質
に
す
っ
か
り
慣

れ
て
お
り
、驚
き
も
し
な
い
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
、

約
束
は
希
望
的
未
来
で
し
か
な
い
。「
で
は
、翌
週
」

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

午
後
６
時
過
ぎ
に
中
央
郵
便
局
前
に
着
い
た

が
、
タ
ラ
ス
君
は
ま
だ
来
て
い
な
い
。
待
つ
の

も
慣
れ
た
も
の

で
、
気
に
も
な

ら
な
い
。
20
分

遅
れ
で
マ
リ
ア

と
腕
を
組
み
な

が
ら
タ
ラ
ス
君

が
現
れ
た
。

　
「
そ
こ
で
マ

リ
ア
と
会
っ
た

も
の
で
、
一
緒

に
連
れ
て
来
ま

し
た
。
い
い
で

す
か
」

　

ど
う
見
て

も
、
先
ほ
ど
ま

で
ベ
ッ
ド
の
中
で
乳
繰
り
合
っ
て
い
た
の
が
丸
分

か
り
だ
。
２
人
は
同
じ
空
気
で
包
ま
れ
て
い
る
。

目
に
は
見
え
な
い
が
、
感
じ
取
れ
る
か
ら
不
思
議

だ
。
あ
の
夜
か
ら
２
人
は
い
い
仲
に
な
っ
た
の
だ

ろ
う
。

　

マ
リ
ア
は
恥
ず
か
し
そ
う
に
私
を
上
目
遣
い
で

見
る
。
若
い
カ
ッ
プ
ル
の
誕
生
を
喜
び
な
が
ら
答

え
た
。

　
「
も
ち
ろ
ん
い
い
で
す
よ
」

　

タ
ラ
ス
君
は
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
の
道
す
が
ら
ロ
シ

ア
の
汚
い
や
り
方
を
し
き
り
に
批
判
す
る
。

　
「
カ
リ
ニ
フ
カ
に
あ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
弾
薬
庫

を
爆
破
す
る
な
ん
て
…
。
９
月
22
日
、
３
万
人
以

上
の
市
民
が
避
難
し
、
そ
の
後
も
断
続
的
に
爆
破

し
続
け
ま
し
た
。
プ
ー
チ
ン
は
あ
く
ま
で
も
シ
ラ

を
切
っ
て
い
ま
す
が
、
ロ
シ
ア
が
送
り
込
ん
だ
ス

パ
イ
の
仕
業
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
卑
怯
な
や
り
方

に
腹
の
虫
が
収
ま
り
ま
せ
ん
」

　

ウクライナ

連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
88

弾薬庫を爆破される

第 5回世界に羽ばたけ
『夢』スピーチコンテスト
支援金額：120万円

主催：一般財団法人青少年夢応援隊
協賛：株式会社サンクレスト
後援：大阪府、東大阪市
公式サイト：http://yumeouentai.com

【出場者一次選定】
　作文を基にスピーチコンテスト本選出場者 10名を選考いたします。
①公式サイトより『出場申込書』をダウンロードし、必要事項を記入
②「夢」というテーマで作文を書いていただきます。
　また、受賞した際の支援金の使途も記載ください。
　※原稿用紙（400 字詰め）にて３枚まで
　※手書き、パソコン等問わない
③応募方法：「出場申込書」と「原稿」を併せてメール又は
　郵便でお送りください。
　※「出場申込書」と「原稿」はＨＰよりダウンロード
      してください。
　※メールを送る際の件名は「スピーチコンテスト応募」
      としてください。
④送り先：郵送の場合　宛先：大阪府東大阪市南上小阪 12-42
一般財団法人青少年夢応援隊　スピーチコンテスト企画係宛
メールの場合　info@yumeouentai.com
問い合わせ☎06-6725-0511

⑤原稿締切：平成 29年８月 31日（木）必着

東大阪の企業  株式会社サンクレストが応援しています

【開催趣旨】
将来の夢や目標があるが、経済的支援を必要とする
若者が自身の「夢」をテーマにスピーチを行い、
受賞者を選定、支援金権利を授与いたします。
【応募資格】
大阪在住または在学・在勤の 16歳以上 25歳までの青少年
（1992 年４月２日～ 2002 年４月１日生まれの方）

【本選開催日時】平成29年10月15日（日）
　　　　　13時 30分～ 17時
本選開催場所：大阪商業大学ユニバーシティホール蒼天
　　　　住所：大阪府東大阪市御厨栄町 4-1-10
　　　　　

サンコーではお客様目線に立ち、品質・施工・ご予算に無駄のないプランをご提案します。サンコーではお客様目線に立ち、品質・施工・ご予算に無駄のないプランをご提案します。

　

 物産株式会社 TEL.06-6533-1271
お問い合わせはお気軽に

本　社 〒550-0015　大阪市西区南堀江4丁目33番29号
 E-mail ： info@sankobussan.co.jp
 http://www.sankobussan.co.jp/

東京営業所 TEL（03）3375-1015　FAX（03）3374-0378
名古屋営業所 TEL（052）409-3093　FAX（052）409-3094
大阪営業所 TEL（06）6533-1271　FAX（06）6543-0914
和歌山営業所 TEL（073）451-9004　FAX（073）451-9076
福岡営業所 TEL（092）511-5923　FAX（092）511-5917

キッチン・トイレ・バス・洗面のリフフォームはもちろん、畳の表替えや、外装・耐震補強など、お家のあらゆるご相談に応じます。
２４

つばめ号・さくら号　明治維新になり、国鉄は鉄道省の管轄で全国
の主要都市には明治中頃まで開通させるという
時代でありました。
　大阪―神戸間が明治７年５月11日に開通し、
その後、明治22年７月１日に東京―神戸間が開
通しました。
　超特急のスタートは、昭和４年10月の富士号
が先行して運行していましたが、遅いのでそれ
に変わるものとして昭和５年10月につばめ号・
さくら号・はと号が誕生しました。
　それでも東京―大阪間が約８時間もかかる時
代でした。
　現在では、約２時間40分で東京に日帰りもで
きますが、当時は旅行というよりか帰省が多
かった時代です。
　撮影時期　昭和28年７月
　国鉄大阪駅構内　蒸気機関車（さくら号・はと号）

　「
続
日
本
紀
」 の
由
義
寺
と
道
鏡

　

今
年
２
月
、
東
弓
削
遺
跡
（
八
尾
市
東
弓
削

３
）
に
お
い
て
、「
幻
の
都
」
と
さ
れ
た
由
義

寺
の
塔
の
基
壇
が
発
掘
さ
れ
注
目
を
集
め
た
。

八
尾
市
文
化
財
調
査
研
究
会
の
現
地
説
明
会
資

料
に
よ
る
と
、
日
本
の
正
史
で
あ
る
「
続
日
本

紀
」
の
７
７
０
年
の
と
こ
ろ
に
記
さ
れ
て
い
た

称
徳
天
皇
と
道
鏡
が
建
立
し
た
由
義
寺
の
場
所

が
明
ら
か
に
な
り
、
称
徳
天
皇
が
こ
の
地
に
置

い
た
と
さ
れ
る
幻
の
都
「
由
義
宮
」
を
考
え
る

上
で
重
要
な
発
見
だ
と
い
う
。

　

称
徳
天
皇
（
当
時
は
孝
謙
上
皇
）
が
７
６
１

年
の
行
幸
の
際
、
道
鏡
の
治
療
を
受
け
た
こ
と

か
ら
道
鏡
を
重
ん
じ
る
よ
う
に
な
り
、
道
鏡
は

７
６
６
年
法
王
と
な
っ
た
。
７
７
０
年
、
道
鏡

は
下
野
薬
師
寺
（
栃
木
県
下
野
市
）
の
別
当
と

な
り
７
７
２
年
亡
く
な
っ
た
。

　
今
東
光
の
生
き
様
の
投
影
!?

　

今
東
光
資
料
館
は
常
設
展
示
に
加
え
春
と
秋

に
特
別
企
画
展
を
開
催
し
て
い
る
。今
回
の
テ
ー

マ
は
東
弓
削
遺
跡
発
掘
で
明
ら
か
に
な
っ
た

道
鏡
ゆ
か
り
の
地
・
河
内
を
舞
台
に
し
た
小

説
「
弓
削
道
鏡
」
だ
。
今
東
光
が
描
き
出
し

た
道
鏡
の
生
い
立
ち
か
ら
天
皇
と
の
出
会

い
、
権
力
争
い
、
頂
点
へ
と
波
乱
万
丈
の
生

涯
を
歴
史
的
視
点
を
な
ぞ
り
な
が
ら
８
世
紀

の
河
内
の
原
風
景
に
誘
う
と
い
う
企
画
。

　

企
画
し
た
同
館
の
阪
本
徳
恵
主
査
は
「
２

月
に
由
義
寺
跡
が
発
表
さ
れ
と
き
、
文
化
財

課
に
所
属
し
現
地
説
明
会
の
仕
事
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
時
に
今
東
光
の
小
説
「
弓
削
道

鏡
」
が
ひ
ら
め
き
、
今
の
時
期
し
か
な
い
と

思
い
ま
し
た
」
と
語
っ
た
。
小
説
に
つ
い
て

「
今
東
光
の
キ
ャ
ラ
や
河
内
の
こ
と
が
随
所

に
散
ら
ば
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
河
内
が
ど
の

よ
う
な
土
地
柄
で
あ
っ
た
か
、
河
内
音
頭
の

踊
り
の
中
に
道
鏡
も
宴
に
入
っ
て
い
く
様
子

な
ど
、
河
内
の
人
び
と
の
人
柄
や
景
色
を
想

像
し
ま
し
た
」
と
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
、

「
今
東
光
の
生
き
様
と
も
評
さ
れ
た
小
説
の

世
界
を
紹
介
し
た
い
」
と
コ
ン
セ
プ
ト
「
道

鏡
が
見
つ
め
た
河
内
」
を
決
め
た
と
言
う
。
今

後
、
遺
跡
発
掘
担
当
者
の
講
演
会
な
ど
も
検
討

し
て
い
る
よ
う
だ
。

　
小
説
と
出
土
品
で
蘇
る
郷
土
の
歴
史

　

企
画
コ
ー
ナ
ー
正
面
に
「
道
鏡
が
見
つ
め
た

河
内
」の
パ
ネ
ル
が
広
が
る
。小
説「
弓
削
道
鏡
」

を
「
弓
削
ノ
連
か
ら
出
家
へ
」「
都
へ
、
天
皇

と
の
出
会
い
」「
道
鏡
、
天
皇
と
河
内
国
へ
…
」

「
奇
瑞
、
宇
佐
八
幡
神
託
事
件
」「
繁
栄
、
そ
し

て
別
れ
」
と
要
点
を
抜
粋
し
た
展
開
は
分
か
り

や
す
い
。
ひ
と
き
わ
目
立
つ
の
は
市
内
在
住
の

小
学
５
年
生
が
レ
ゴ
ブ
ロ
ッ
ク
で
作
っ
た
由
義

寺
の
七
重
塔
だ
。
ま
た
東
弓
削
遺
跡
か
ら
の
出

　

秋
山
光
子
さ
ん
（
67
）

は
東
京
杉
並
区
の
出
身
。

縁
あ
っ
て
大
阪
に
暮
ら
す

こ
と
に
な
っ
た
。
幼
少
の

頃
か
ら
歌
が
大
好
き
で
、

吉
本
興
業
に
歌
手
と
し
て

入
社
。
バ
ラ
ー
ド
曲
や
和

製
ポ
ッ
プ
ス
を
中
心
に
、

な
ん
ば
花
月
や
京
都
花
月

の
舞
台
に
出
演
し
た
。
吉

本
興
業
へ
の
同
期
入
社
に

ザ
・
ぼ
ん
ち
で
一
世
を
風

靡
し
た
里
見
ま
さ
と
さ
ん

が
い
る
。
ザ
・
ぼ
ん
ち
の

お
さ
む
さ
ん
、
阪
神
巨

人
、
Ｂ
＆
Ｂ
、
島
田
紳
助

さ
ん
他
の
愉
快
な
仲
間
た

ち
と
楽
し
く
仕
事
を
し
て

い
た
。
吉
本
在
籍
は
３
年

ほ
ど
で
あ
り
、
そ
の
後
は

不
定
期
で
ラ
イ
ブ
活
動
を

続
け
て
い
る
。

　

も
ん
じ
ゃ
・

お
好
み
焼
「
え

ん
」（
八
尾
市

陽
光
園
２
―
３

―
16
）
を
オ
ー

プ
ン
し
た
の

は
、
今
を
去
る

こ
と
６
年
前
の

２
０
１
１
年
６

月
。
お
店
の
ネ

ー
ミ
ン
グ
「
え

ん
」
は
、
生
ま

れ
て
こ
の
か

た
の
親
兄
弟

の
縁
、
吉
本

興
業
で
結
ん

だ
様
々
な

縁
、
歌
手
活

動
を
通
じ
て

の
縁
、
な
ど

な
ど
心
に
刻

ん
だ
「
ご

縁
」
に
感
謝

し
つ
つ
命
名

し
た
。

　
「
も
ん
じ

ゃ
」
は
東
京
の
月
島
あ
た

り
の
漁
師
町
の
子
ど
も
た

ち
の
お
や
つ
が
ル
ー
ツ
。

お
好
み
焼
・
た
こ
焼
き
と

同
じ
粉
も
ん
グ
ル
ー
プ
だ

が
、
大
阪
で
は
あ
ま
り
見

か
け
な
い
メ
ニ
ュ
ー
だ
。

東
京
で
は
あ
ま
り
美
味
し

い
お
好
み
焼
、
た
こ
焼

き
に
出
合
う
こ
と
が
な

い
。
多
分
粉
も
ん
の
Ｄ

Ｎ
Ａ
が
違
う
の
だ
ろ
う
。

最
近
は
大
阪
で
も
「
も
ん

じ
ゃ
」
を
ち
ら
ほ
ら
見
か

け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

本
場
東
京
仕

込
み
「
え
ん
」

の
も
ん
じ
ゃ
は

評
判
が
高
い
。

お
店
の
看
板
娘

・
秋
山
シ
ニ
ア

さ
ん
が
調
理
提

供
す
る
も
ん
じ

ゃ
を
、
来
店
客

の
７
割
方
が
オ

ー
ダ
ー
す
る
そ

う
だ
。
お
店
の
立
地
は
Ｊ

Ｒ
八
尾
駅
北
口
よ
り
３
分

の
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
。
客
層
は
八
尾
市
内
の

企
業
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
主

だ
。

　

店
内
は
落
ち
着
い
た
雰

囲
気
で
、
シ
ッ
ク
な
内
装

で
ま
と
め
て
い
る
。

　

メ
ニ
ュ
ー
は
ブ
タ
・
イ

カ
・
エ
ビ
・
も
ち
チ
ー
ズ
・

明
太
子
・
ツ
ナ
コ
ー
ン
・
ほ

と
と
ぎ
す
（
梅
と
大
葉
）

等
を
共
通
の
具
材
に
し
た

「
も
ん
じ
ゃ
・
お
好
み
焼
」

で
あ
り
、
ド
リ
ン
ク
類
は

生
ビ
ー
ル
・
酎
ハ
イ
・
日
本

酒
・
ワ
イ
ン
・
ソ
フ
ト
ド
リ

ン
ク
を
揃
え
て
い
る
。
も

ん
じ
ゃ
を
食
べ
、
１
杯
呑

ん
で
お
勘
定
は
１
、
５
０

０
円
前
後
の
リ
ー
ズ
ナ
ブ

ル
な
価
格
が
嬉
し
い
。

　

昨
年
の
12
月
か
ら
カ
レ

ー
専
門
の
ラ
ン
チ
を
始
め

た
。11
～
14
時
の
営
業
で
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
・
牛
す
じ
・
カ

ツ
カ
レ
ー
（
全
て
サ
ラ
ダ

・
コ
ー
ヒ
ー
付
き
）、
価
格

は
８
０
０
円
か
ら
。

　

先
頃
９
月
３
日
「
え

ん
」
の
す
ぐ
そ
ば
に
、
本

格
寄
席
「
喜
楽
亭
」
が
オ

ー
プ
ン
し
た
。
名
誉
席
亭

が
旧
知
の
里
見
ま
さ
と
さ

ん
と
聞
い
て
、
秋
山
さ
ん

母
娘
が
お
祝
い
に
駆

け
つ
け
た
。
こ
れ
か

ら
は
寄
席
も
盛
況
と

な
り
、「
え
ん
」
に
立
ち

寄
る
お
客
も
増
え
る
こ
と

だ
ろ
う
。

　
「
え
ん
」
は
営
業
時
間

17
時
半
～
22
時
、
日
曜
日

の
み
休
業
。

�

（
小
川
秀
人
）

もんじゃ・お好み焼 えん

オ
ー
ナ
ー 

秋
山
光
子
さ
　
　
ん 

秋
山
シ
ニ
ア
さ
ん
（
左
）
が
里
見
ま

さ
と
さ
ん
に
花
束
贈
呈
（
喜
楽
亭
で
）

「えん」の店前で、秋山光子さん

今東光の世界にどっぷり浸れる

今 
東 
光

没
後
40
年

秋
季
企
画
展
開
催
中

東弓削遺跡関連も展示
今 東 光 資 料 館
場所　八尾図書館３階
　八尾市本町２－２－８
　☎072－943－3810
開館時間　午前10時～午後５時
入館料　無料
休館日　月曜日（祝日は
開館）、年始年末（12月
29日～１月４日）その他
（展示物の入替時）

今東光資料館

　今東光（1898～1977）は谷
崎潤一郎を生涯の師と仰ぎ、
菊池寛に誘われて「文藝春
秋」創刊（1923）に参画、翌
年「文藝時代」創刊に川端康
成、横光利一などと参画する。
天台宗僧侶、直木賞作家、画
家、易学者、参議院議員など
の顔を持ちテレビ出演するな
ど、多彩な才能を発揮し活躍
した。文壇のみならず宗教家・
政治家・画家・俳優など幅広い
人物と交流。昭和26年（1951
年、53歳）に現在の西山本町
の天台院の特命住職として赴
任し24年間八尾市に在住し作
家活動を続けた。「お吟さま」
（36回直木賞受賞）をはじめ
として「闘鶏」「みみずく説法」
「河内風土記」「こつまなんき
ん」「悪名」「弓削道鏡」など
の他に「週刊平凡パンチ」「週
刊プレイボーイ」「東大阪新
聞」で健筆をふるった。
　数々の作品は映画・劇化も
され一世を風靡した。1957年
には第１回八尾市文化賞を受
賞。

東
京
仕
込
み
の
も
ん
じ
ゃ
評
判
高
い 　

９
月
９
日
の
第
40
回
八

尾
河
内
音
頭
ま
つ
り
で「
盆

踊
り
を
一
斉
に
踊
る
最
多

人
数
」
の
世
界
記
録
に
挑

み
、
２
、
８
７
２
人
で
世

界
記
録
の
更
新
を
達
成
し

た
。
参
加
者
お
よ
び
関
係

者
は
、
記
録
保
持
者
の
証

と
し
て
「
公
式
参
加
認
定

証
」（
ギ
ネ
ス
ワ
ー
ル
ド
レ

コ
ー
ズ
リ
ミ
テ
ッ
ド
社
発

行
）
を
購
入
で
き
る
。

　

個
人
名
（
ま
た
は
団
体

名
）
入
り
公
式
参
加
認
定

証
は
６
、
４
０
０
円
、
個

人
名
（
ま
た
は
団
体
名
）

な
し
は
４
、
２
４
０
円
。

申
し
込
み
期
間
は
10
月
10

日
～
11
月
17
日
、
申
し
込

み
は
八
尾
河
内
音
頭
ま
つ

り
振
興
会
事
務
局
（
☎
０

７
２
―
９
９
４
―
５
７
４

１
）
へ
。
同
事
務
局
Ｈ
Ｐ

で
も
申
し
込
み
で
き
る
。

な
つ
か
し
い

写
真
〈
写
真
提
供
〉

読
者・坂
口
　
功

展示物を熱心に見る「学ぼう会」のメンバー

今
東
光
著
「
弓
削
道
鏡
」

12月２日（土） ■入場料
全席指定・税込
SS席…6,000円、S席…4,500円／割引3,600円プリズムクラブ4,050円
A席…3,000円／割引2,400円プリズムクラブ2,700円 B席…2,000円
フレッシュシート25…1,000円フレッシュシート18…500円

大阪フィルハーモニー交響楽団八尾演奏会
今年の協奏曲 (コンチェルト )と交響曲 (シンフォニー )
は 2人の作曲家が苦しみぬいて完成させた重厚な超名曲
■出演
指揮：垣内悠希
独奏：及川浩治（ピアノ）
管弦楽：大阪フィルハーモニー交響楽団
■プログラム
•グリンカ／歌劇「ルスランとリュドミラ」序曲
•ラフマニノフ／ピアノ協奏曲第 2番　ハ短調　作品 18
•ブラームス／交響曲第 1番　ハ短調　作品 68
※プログラムは変更する場合がございます。予めご了承く
ださい。

プリズムホール（八尾市文化会館）大ホール
15：00開演

読者 （近藤友二さん）が85歳で断食マラソンに挑戦する

第40回 

八
尾
河
内
音
頭
ま
つ
り

ギ
ネ
ス
世
界
記
録
ＴＭ公
式
参
加
認
定
証

イ ベ ン ト 情 報
パールカラオケ教室第１回歌会
日時　10月21日15時〜18時
会場　カラオケステージ「エシャロット」
　　　八尾市太子堂１—５−15
　　　☎072−994−9859
参加費　１、500円（１ドリンク付き）
主催　パールカラオケ教室
　　　☎072−926−5134
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